数学科学習指導案
日時：平成２０年６月１９日(木)
クラス：　　　　中学校１年A組
指導教諭：　　　　 
授業者：　　　　　
1． 単元名：正負の数　
2． 単元について
(1) 教材観
小学校では正の有理数についてだけ学習してきた。この数の範囲では数の減法について自由に計算ができなかった。この章では負の数を含んだ有理数全体に拡張し、計算を行っていく。有理数についての理解の充実が中学校での学習の範囲であるから、この章における負の数の導入は中学校の数指導の基礎として非常に重要である。
(２)生徒観
　　　生徒の人数は男子１９名、女子２０名の計３９名。男子は積極的な生徒が多いが、指名していない生徒が答えてしまったり、関係ないところでしゃべり始めてしまったりする生徒が数人いる。女子はおとなしい生徒が多いが、指名して発言させると声は小さいながらもしっかり答えてくれる。全体的に見ると、話はしっかり聞いてくれている印象である。時々騒がしくなる男子を抑えつつおとなしい生徒たちがどう感じているかをできるだけ多く読み取れるよう気を配っていく必要がある。また、気を抜くと姿勢が悪くなる生徒が数名いるので注意していきたい。
(３)指導観
　　　小学校第４、５学年で四則の相互関係や順序、交換・結合法則、分配法則について学習し、第５，６学年では小数・分数の四則について学習した。この理解の上にたち、数の範囲を負の数まで拡張し、これまでの数の四則の意味を広げていく。計算の際には計算の順序や符号、正答を導き出すための正確な数的処理に関して特に注意を呼びかけながら進めていきたい。
３．評価規準
	観点
	規準

	数学への関心・意欲・態度
	・正負の数の加減乗除の計算に関心を持ち、その計算をしようとする。
・正負の数を利用すると、より広い範囲の事象が簡潔・明瞭に表せたり、処理したりできることを知り、活用しようとする。
・正負の数の四則計算を工夫して能率的に行おうとする。

	数学的な見方や考え方
	・これまでの計算方法をもとにして正負の数の計算を考えることができる。
・正負の数の計算を能率的に行う方法を考えることができる。

	数学的な表現・処理
	・正負の数を用いて色々な事象を簡潔・明瞭に表現でき、能率的に正確な処理ができ　る。

	数量・図形などについての知識・理解
	・正負の数の必要性や良さを経験や日常生活の具体的場面に結びつけて理解している。


４．指導計画
	節
	項
	時数
	学習内容
	

	１正負の数
	とびら
	１
	・身近な負の数で気温を用い、負の数の意味を考える
	

	
	１符号のついた数
	２
	・＋、－の符号や正の数、負の数の意味、自然数の意味
・反対の性質を持つ量や変化を正負の数を用いて表す
	

	
	２数の大小
	１
	・負の数を数直線上に表わすために、正の範囲の数直線を拡張し、正負の数を数直線上に表す
・数の大小関係を不等号を使って表す
・絶対値の意味
	

	２加法と減法
	１加法
	３
	・正負の数の加法の意味とその計算方法
・０と正負の数との和
・加法の交換法則、結合法則
・３数以上の加法の計算
	

	
	２減法
	２
	・正負の数の減法の意味とその計算方法
・０と正負の数との差
	

	
	３加法と減法の混じった計算
	２
	・加減の混じった計算で、加法だけの式に直す
・加法と減法の混じった式の計算をする
	

	３乗法と除法
	１乗法
	３
	・正負の数の乗法の意味とその計算方法
・０、－１、１と正負の数との積
・乗法の交換法則、結合法則
・３数以上の乗法の計算方法
・累乗の意味とその計算方法
	

	
	２除法
	２
	・正負の数の除法とその計算方法
・逆数の意味と逆数を利用して除法を乗法に直す
・乗除混合計算
	

	
	３四則の混じった計算
	１
	・四則の混じった式の計算の順序
	本時

	
	４正負の数の利用
	１

	・正負の数を利用して身近な問題を解決すること
	

	まとめ
	２
	・章の問題
	


５．本時の指導
(1)本時の目標
①正負の数の四則の意味について理解できる。
②正負の数の四則の混じった式の計算順序を理解し、その計算が正しくできる。
(2)展開
	過程
	学習活動と内容
	指導上の留意点及び支援
	評価

	プリントの配布
復習の確認
１．四則とは？
２．四則の混じった計算
練習１　
３．解説
練習２
まとめ
	教材プリント№１６を配布
氏名を記入させる。
ある程度時間をとり、考えさせる。
指名し、四則（加減乗除）の名前を生徒に答えさせる。
(１)を例題に挙げて四則計算は何から先に計算するかを指名して確認する。
先に計算する「8×(-2)」に線を引かせる。

計算は上記まで板書し、その後を生徒に埋めさせる。
同様に(２)も２行目まで式を板書し、答えまで出させる。
演習中に問題は板書しておく。
時間をある程度とって答え合わせ。
時間があれば生徒に解答を板書させる。
負の数の引き算に関して注意を促す。

練習２の演習をするよう指示。
答え合わせ終了後、解法①について説明し、今後どちらの解法で解いてもよいことを話す。

チャレンジ問題、問題集に関しては、授業では取り扱わないが、各自解くよう話しておく。
	プリント以外は特に出さないよう呼び掛ける。
机間指導。
自分の解答に自分でマルをつけるよう指示。
１に関しては全て板書する。
先に板書した四則の「加・減・乗・除」を利用し、何を先に計算するか生徒に考えさせる。
各問、答え合わせではなく、答えまで演示を行う。
２.の答え合わせの終了後、ポイント「乗除を先に計算」を板書する。
練習１も同様、どこを先に計算するか下線を引いてやるよう指示。途中式は省略せず、書くよう指示を出す。
答え合わせ・解説をしている間はペンを置き、前を向くよう指示。
先に掛算を計算し、符号の確認を行う②の解法で計算するよう指示。
机間指導。
①の解法でやっている生徒もいると予想される。
その場合は否定はせず、まずは教わった通りのやり方で解くよう指示。
符号についてのポイントを板書し、生徒にもプリントに書くよう指示。

	しっかり覚えているか。
質問に対し、正確に答えられているか。
小学校で学習した乗除計算を先にやることを思い出し、正確な計算を導き出せるか。
正確な場所に線を引き正解を出すことができるか。
教わったとおりの計算方法で正しく計算できるか。
指示、質問をしっかり聞き、答えられるか。
しっかり指示を聞き、ポイントをまとめているか。
ポイントでまとめた事項をしっかり理解し、利用することができているか。
学習したことを理解し、注意して意欲的に問題を解こうとしているか。
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②-10-(-3)×2


=-10-(-6)


=-10+6





ポイント


□-(-3) = 5+3


□+(-3) = 5-3


□-(+3) = 5-3


（□+(+3) = 5+3）


同符号　＋


異符号　－








